
(57)【要約】

【課題】構成簡単で組立工数を少なくし、機能が安定し

、弁内の水の滞留をなくし、流水の汚れや冬場の凍結に

伴う膨張破壊をなくする。

【解決手段】弾性体素材のボール弁体１０と、ボール弁

体１０を収容する弁ケース２０と、弁ケース２０に形成

された流入口１５１及び二つの流出口１５２，１５３と

を具備する。ボール弁体１０にはその中心部付近で合流

する断面円形の流入路１１と流出路１２とが穿設されて

いる。流入路１１は常時流入口１５１に接続していると

共に、流出路１２は二つの流出口１５２，１５３に択一

的に接続するように配置されている。ボール弁体１０に

は中心部付近を通って流入路１１と流出路１２とに連通

する水抜き孔１４が両流路１１，１２に直交するように

形成されている。ボール弁体１０における流出路１２の

出口と反対位置が平面状の平坦部１５として形成されて

いる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
弾 性 体 で 形 成 さ れ る ボ ー ル 弁 体 と 、 該 ボ ー ル 弁 体 が 回 転 可 能 に 収 納 さ れ る 弁 室 を 有 し 且 つ
該 弁 室 に 連 通 す る 流 入 口 及 び 二 つ の 流 出 口 と が 形 成 さ れ る 弁 ケ ー ス と 、 を 具 備 し 、 ボ ー ル
弁 体 に は そ の 中 心 部 付 近 で 合 流 す る 流 入 路 と 流 出 路 と が 穿 設 さ れ て お り 、 ボ ー ル 弁 体 の 回
転 動 作 に お い て 、 流 入 路 は 常 時 流 入 口 に 接 続 し て い る と 共 に 、 流 出 路 は 上 記 二 つ の 流 出 口
に 択 一 的 に 接 続 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 三 方 切 換 弁 に お い て 、
上 記 ボ ー ル 弁 体 に は 、 そ の 中 心 部 付 近 を 通 っ て 流 入 路 と 流 出 路 と に 連 通 す る 水 抜 き 孔 が 流
入 路 と 流 出 路 に 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 三 方 切 換 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
ボ ー ル 弁 体 に お け る 流 出 路 の 出 口 と 反 対 側 が 平 面 状 の 平 坦 部 と し て 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 三 方 切 換 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 三 方 切 換 弁 に 係 り 、 特 に 、 ボ ー ル 弁 体 が 回 転 可 能 に 収 納 さ れ る 弁 室 を 有 す る 三
方 切 換 弁 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 切 換 弁 と し て 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ４ ０ ５ 号 公 報 に 浴 槽 Ｂ 用 の も の と し て 四
方 切 換 弁 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ５ は 、 前 記 公 報 記 載 の ユ ニ ッ ト バ ス の 一 例 を 概 略 的 に 図 示 し た も の で あ り 、 通 常 、 該 ユ
ニ ッ ト バ ス は 、 給 湯 ユ ニ ッ ト Ａ 、 浴 槽 Ｂ 、 四 方 切 換 弁 Ｖ 及 び フ ィ ル タ Ｃ 等 の 機 器 を 備 え 、
該 各 機 器 を 管 路 で 接 続 し た 構 造 と な っ て い る 。 ユ ニ ッ ト バ ス は 、 通 常 の 運 転 に お い て は 、
浴 槽 Ｂ の 湯 水 を 給 湯 ユ ニ ッ ト Ａ 、 フ ィ ル タ Ｃ 、 四 方 切 換 弁 Ｖ を 介 し て 前 記 浴 槽 Ｂ に 戻 す メ
イ ン 循 環 路 （ 湯 水 の 流 れ を 矢 印 Ｉ で 示 す ） を 用 い て 循 環 さ せ 、 前 記 給 湯 ユ ニ ッ ト Ａ で 湯 温
を 調 節 し て 、 浴 槽 Ｂ 内 の 湯 温 を 入 浴 適 温 に 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 フ ィ ル タ Ｃ は 、 該 メ イ ン 循 環 路 Ｉ を 循 環 す る 湯 水 を 洗 浄 す る た め の も の で あ る が 、 湯
水 を 循 環 し て い る と フ ィ ル タ Ｃ に 湯 垢 や 塵 挨 等 が 付 着 し て 、 不 衛 生 に な る お そ れ が あ る 。
こ の た め 定 期 的 に フ ィ ル タ Ｃ を 洗 浄 す る 必 要 が あ り 、 そ の 場 合 は 、 四 方 切 換 弁 Ｖ を 切 換 え
、 湯 水 を 浴 槽 Ｂ に 戻 す こ と な く 、 循 環 路 Ｉ Ｉ の 如 く 四 方 切 換 弁 Ｖ か ら 給 湯 ユ ニ ッ ト Ａ に 導
き 、 該 給 湯 ユ ニ ッ ト Ａ で 湯 水 を 昇 温 さ せ な が ら 前 記 フ ィ ル タ Ｃ を 介 し て 前 記 四 方 切 換 弁 Ｖ
に 導 く よ う に 循 環 さ せ る 。
こ れ に よ り 、 フ ィ ル タ Ｃ は 、 高 温 の 湯 水 を 所 要 時 間 循 環 さ せ る こ と で 洗 浄 さ れ 、 洗 浄 が 終
了 す る と 、 前 記 四 方 切 換 弁 Ｖ を 切 換 え て 、 循 環 路 Ｉ Ｉ Ｉ の 如 く 前 記 フ ィ ル タ Ｃ か ら の 洗 浄
湯 水 を 四 方 切 換 弁 Ｖ を 介 し て 外 部 に 排 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に 、 か か る 浴 槽 Ｂ に お い て は 、 電 解 槽 Ｄ を 配 置 し 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 給 湯 ユ ニ ッ ト Ａ
の 出 力 側 に 三 方 切 換 弁 １ ５ ０ を 設 け 、 フ ィ ル タ Ｃ 側 以 外 に 電 解 槽 Ｄ に 湯 水 を 導 い て 電 解 槽
Ｄ に て 除 菌 を 行 い 、 四 方 切 換 弁 Ｖ を 介 し て 浴 槽 Ｂ に 湯 水 に 戻 す こ と が 行 わ れ る 。 即 ち 、 上
記 三 方 切 換 弁 １ ５ ０ は 、 給 湯 ユ ニ ッ ト Ａ か ら の 湯 水 を フ ィ ル タ Ｃ 側 と 電 解 槽 Ｄ 側 に 切 換 ・
変 更 で き る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 流 入 口 １ ５ １ と 二 つ の 流 出 口 １ ５ ２ ， １ ５ ３ と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
か か る 三 方 切 換 弁 と し て は 図 ６ に 示 す 断 面 図 の も の が 考 え ら れ る 。 即 ち 、 三 方 切 換 弁 １ ５
０ は 、 弁 ケ ー ス １ １ ２ と 、 前 記 弁 ケ ー ス １ １ ２ の 上 部 に 配 置 さ れ た ギ ャ ー ド モ ー タ ー １ ２
０ 、 該 弁 ケ ー ス １ １ ２ の 弁 室 １ １ ５ 内 に 配 置 さ れ た ボ ー ル 状 弁 体 １ ３ ０ と 、 該 ボ ー ル 状 弁
体 １ ３ ０ を 前 記 弁 室 １ １ ５ 内 に 保 持 す る た め に 、 前 記 弁 ケ ー ス １ １ ２ の 左 側 面 開 口 部 １ １
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５ ａ に そ の 螺 合 部 １ ３ ６ ａ で 螺 入 さ れ る 押 さ え シ ー ト １ ３ ６ と 、 前 記 左 側 面 開 口 部 １ １ ５
ａ を 閉 鎖 す る 弁 カ バ ー １ １ ３ を 備 え て い る 。 前 記 弁 ケ ー ス １ １ ２ は 、 下 部 に 一 つ の 流 入 口
１ ５ １ と 側 部 に 二 つ の 流 出 口 １ ５ ２ ， １ ５ ３ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ボ ー ル 状 弁 体 １ ３ ０ は 、 そ の 中 心 部 付 近 で 合 流 す る 断 面 円 形 の 流 入 路 １ ３ １ と 流 出 路 １ ３
２ と が 穿 設 さ れ て お り 、 流 入 路 １ ３ １ は 、 常 時 、 流 入 口 １ ５ １ に 接 続 し て い る と 共 に 、 流
出 路 １ ３ ２ は 、 二 つ の 流 出 口 １ ５ ２ ， １ ５ ３ の 内 の 一 方 と 択 一 的 に 接 続 す る よ う に 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ボ ー ル 状 弁 体 １ ３ ０ は 、 ギ ャ ー ド モ ー タ ー １ ２ ０ に よ り 弁 軸 １ ２ ５ を 介 し て 回 転 駆 動 さ れ
、 択 一 的 に 切 換 変 更 で き る よ う に 、 そ の 回 転 位 置 を 設 定 で き る よ う に な っ て い る 。 弁 ケ ー
ス １ １ ２ の 流 入 口 １ ５ １ か ら 流 入 し た 湯 水 は 、 ボ ー ル 状 弁 体 １ ３ ０ の 流 入 路 １ ３ １ か ら 流
出 路 １ ３ ２ へ と 導 か れ 、 ボ ー ル 状 弁 体 １ ３ ０ を 回 転 し て 切 換 変 更 し た 所 定 の 位 置 に よ り 、
前 記 二 つ の 流 出 口 １ ５ ２ ， １ ５ ３ に 択 一 的 に 接 続 さ れ て 、 フ ィ ル タ Ｃ 側 、 若 し く は 、 電 解
槽 Ｄ 側 の い ず れ か に 流 れ る よ う に な っ て お り 、 浴 槽 Ｂ の 切 換 手 段 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 上 記 三 方 切 換 弁 １ ５ ０ は 、 弁 室 １ １ ５ 内 の ボ ー ル 状 弁 体 １ ３ ０ と 、 弁 ケ ー ス １ １
２ 及 び 押 さ え シ ー ト １ ３ ６ と の 接 触 部 分 に 、 複 数 の パ ッ キ ン １ ４ １ ， １ ４ ２ が 介 在 さ れ て
お り 、 上 記 接 触 部 分 で 弁 室 １ １ ５ か ら 二 つ の 流 出 口 １ ５ ２ ， １ ５ ３ へ の 湯 水 の 漏 洩 を 防 止
し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な 三 方 切 換 弁 に 於 い て は 、 上 記 の よ う に 複 数 の パ ッ キ ン １ ４ １ ， １ ４ ２ を 準 備 し
な け れ ば な ら な い ば か り で な く 、 切 換 弁 の 組 立 時 に パ ッ キ ン １ ４ １ ， １ ４ ２ の 装 着 作 業 が
必 要 で あ り 、 組 立 工 数 が 多 く な る ば か り で な く 、 パ ッ キ ン １ ４ １ ， １ ４ ２ の 素 材 が 不 均 一
な 場 合 に は 、 切 換 弁 の 機 能 が 安 定 し な く な る な ど の 不 具 合 が 生 ず る こ と が あ る 。
本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て 発 明 さ れ た も の で 、 そ の 課 題 と す る と こ ろ は 、 部 品 点 数 が 少
な く 、 構 成 が 簡 単 で 組 立 工 数 が 少 な く 、 機 能 が 安 定 し た 切 換 弁 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 達 成 す べ く 、 本 発 明 に 係 る 切 換 弁 は 、 下 記 の 手 段 を 講 じ た 。
請 求 項 １ 記 載 の 三 方 切 換 弁 は 、 弾 性 体 で 形 成 さ れ る ボ ー ル 弁 体 と 、 該 ボ ー ル 弁 体 が 回 転 可
能 に 収 納 さ れ る 弁 室 を 有 し 且 つ 該 弁 室 に 連 通 す る 流 入 口 及 び 二 つ の 流 出 口 と が 形 成 さ れ る
弁 ケ ー ス と 、 を 具 備 し 、 ボ ー ル 弁 体 に は そ の 中 心 部 付 近 で 合 流 す る 流 入 路 と 流 出 路 と が 穿
設 さ れ て お り 、 ボ ー ル 弁 体 の 回 転 動 作 に お い て 、 流 入 路 は 常 時 流 入 口 に 接 続 し て い る と 共
に 、 流 出 路 は 上 記 二 つ の 流 出 口 に 択 一 的 に 接 続 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 切 換 弁 に お い て
、 上 記 ボ ー ル 弁 体 に は 、 そ の 中 心 部 付 近 を 通 っ て 流 入 路 と 流 出 路 と に 連 通 す る 水 抜 き 孔 が
流 入 路 と 流 出 路 に 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ２ 記 載 の 三 方 切 換 弁 は 、 上 記 三 方 切 換 弁 に お い て 、 ボ ー ル 弁 体 に お け る 流 出 路 の 出
口 と 反 対 側 が 平 面 状 の 平 坦 部 と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 手 段 に よ り 、 弁 ケ ー ス 側 に ボ ー ル 弁 体 と の シ ー ル 部 品 を 別 途 設 け る 必 要 が な く な り
、 ボ ー ル 弁 体 の 製 造 を 簡 単 に し 、 汎 用 性 の 向 上 を 図 る と 共 に ボ ー ル 弁 体 の 強 度 を 保 持 さ せ
な が ら 、 弾 性 材 に よ る シ ー ル 機 能 を 実 現 さ せ る 。 ま た 、 弁 ケ ー ス 内 に 流 体 を 滞 留 さ せ な い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 三 方 切 換 弁 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 三 方 切 換 弁 の 実 施 形 態 を 示 す 第 １ 状 態 の 縦 断 面 図 、 図 ２ は 同 切 換 弁
の 外 観 を 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 同 切 換 弁 の 第 ２ 状 態 の 縦 断 面 図 、 図 ４ （ Ａ ） は 同 切 換 弁 の ボ
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ー ル 弁 体 の 平 面 図 、 図 ４ （ Ｂ ） は 図 ４ （ Ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 の 断 面 図 、 図 ４ （ Ｃ ） は 図 ４ （ Ａ
） の Ｃ － Ｃ 線 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ 乃 至 図 ４ に お い て 、 図 ５ ， ６ と 同 一 部 分 に は 、
同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 の 形 態 に お け る 三 方 切 換 弁 は 、 球 体 状 の ボ ー ル 弁 体 １ ０ に 流 入 路 １ １ と 流 出 路 １ ２
と か ら な る 流 路 が 形 成 さ れ る こ と 、 弁 ケ ー ス ２ ０ が 回 転 可 能 に 収 納 さ れ る 弁 室 ２ １ を 有 す
る こ と 、 弁 ケ ー ス ２ ０ に は 流 入 口 １ ５ １ 、 流 出 口 １ ５ ２ 及 び 流 出 口 １ ５ ３ が 形 成 さ れ る こ
と 、 及 び 、 流 入 口 １ ５ １ と 各 流 出 口 １ ５ ２ ， １ ５ ３ の い づ れ か １ つ と は 流 入 路 １ １ と 流 出
路 １ ２ と に よ っ て 選 択 的 に 連 通 可 能 で あ る こ と な ど は 図 ６ の 構 成 と 変 わ る も の で は な い 。
な お 、 図 １ 乃 至 図 ３ に お い て 、 符 号 １ ６ 及 び 符 号 ２ ２ は ビ ス 、 符 号 １ ７ は 弁 カ バ ー 及 び 符
号 １ ８ は モ ー タ 取 付 台 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 の 形 態 に お け る 三 方 切 換 弁 の 第 １ の 特 徴 は 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ に お け る 弁 ケ ー ス ２ ０
と の 少 な く と も 摺 接 部 分 １ ０ ａ を 、 シ ー ル 可 能 な 弾 性 材 で 構 成 す る こ と に あ る 。 本 実 施 の
形 態 で は 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ 全 体 を 弁 ケ ー ス ２ ０ と の 間 で シ ー ル 可 能 な 弾 性 材 、 例 え ば 、 ゴ
ム で 構 成 し て い る 。
そ し て 、 更 に ボ ー ル 弁 体 １ ０ の 全 体 形 状 を 強 固 に 保 持 さ せ る た め に 、 そ し て 、 ボ ー ル 弁 体
１ ０ を 正 確 な 角 度 で 回 転 さ せ る た め に 、 ゴ ム の 中 に 補 強 枠 １ ３ を 内 在 さ せ て い る 。 該 補 強
枠 １ ３ に は 、 図 ４ （ Ａ ） 及 び 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 弁 軸 １ ２ ５ の 係 合 凸 部 １ ２ ５ ａ か
ら の 回 転 力 を 受 け る 弁 軸 受 け 凹 部 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に 、 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 と し て 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ に 形 成 さ れ て い る 断 面 円 形 の 流 入 路 １
１ と 流 出 路 １ ２ と の 中 心 部 付 近 に は 、 水 抜 き 孔 １ ４ が 、 流 入 路 １ １ と 流 出 路 １ ２ が 形 成 さ
れ て い る 面 と は 直 角 方 向 に 、 且 つ 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ を 貫 通 し て 穿 設 さ れ て い る 。 こ の ボ ー
ル 弁 体 １ ０ の 水 抜 き 孔 １ ４ に よ り 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ の 姿 勢 （ 回 転 位 置 ） が ど こ に あ っ て も
、 常 に 流 入 路 １ １ と 流 出 路 １ ２ に 連 通 し て い る こ と に な り 、 弁 室 ２ １ 内 に 水 が 滞 る こ と が
な い か ら 、 流 水 の 汚 れ や 冬 場 の 凍 結 に 伴 う 膨 張 破 壊 が 発 生 す る 惧 れ が な い と い う 効 果 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ に お け る 流 出 路 １ ２ の 開 口 部 と は 反 対 側 の 面 は
、 平 板 状 の 平 坦 部 １ ５ と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ は 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ の 流 路 切 換 に 伴 う
回 転 時 に 、 弁 ケ ー ス ２ ０ の ボ ー ル 弁 体 １ ０ 支 持 部 （ 摺 接 部 分 １ ０ ａ ） と の 摩 擦 を 少 な く し
て 回 転 を 円 滑 に 行 わ せ る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 実 施 の 形 態 の 別 例 と し て 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ の 芯 部 は 材 料 的 に 強 度 が 大 き い 素 材 を 用 い
、 表 面 の み を 弾 性 材 で 構 成 し て も 良 い 。
更 に 、 別 例 と し て 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ の 表 面 に 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン ）
を 染 み 込 ま せ る か 、 或 い は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 混 合 材 で 成 形 す る こ と も 、 回 転 抵 抗 を 低 減 す る こ と
が で き 、 好 ま し い 形 態 で あ る 。 ま た 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ の 表 面 素 材 に 、 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ （ エ チ レ ン
プ ロ ピ レ ン ゴ ム ） 又 は テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） を 練 り こ む か 、 或 い は コ ー テ ィ ン グ す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
一 方 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ を 受 け る 弁 ケ ー ス ２ ０ 側 の 摺 接 部 は 、 ボ ー ル 弁 体 １ ０ に 損 傷 ・ 磨 耗
等 を 発 生 さ せ な い た め に 、 角 部 を ア ー ル 形 状 と し て い る 。
ま た 、 本 発 明 は 、 切 換 弁 に 関 す る も の で あ る が 、 そ の 他 の 弁 ボ ー ル に も 適 用 が 可 能 で あ る
こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 本 発 明 に 係 る 切 換 弁 は 、 上 記 構 成 に よ り 、 弁 ケ ー ス 側
に ボ ー ル 弁 体 と の シ ー ル 部 品 を 別 途 設 け る 必 要 が 少 な く な る か ら 、 部 品 点 数 を 少 な く し て
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構 成 を 簡 略 化 で き 、 組 立 工 数 も 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 ボ ー ル 弁 体 の 製 造 を 簡 単 に し 、 ボ ー ル 弁 体 の 汎 用 性 を 高 め る こ と が で き 、 弾 性 材 の
中 に 補 強 枠 を 内 在 さ せ る こ と に よ り 、 ボ ー ル 弁 体 の 強 度 を 保 持 さ せ な が ら 、 弾 性 材 の 柔 ら
か さ を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に 、 弁 軸 受 け 凹 部 を ボ ー ル 弁 体 に お け る 弁 軸 か ら の 受 動 部 と す る こ と で 、 弁 軸 の 駆 動 力
を 確 実 に ボ ー ル 弁 体 に 伝 え る こ と が で き る 。 更 に 、 弾 性 材 は ゴ ム と す る こ と で 、 ボ ー ル 弁
体 の 製 造 コ ス ト の 低 廉 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
ま た 、 弁 ケ ー ス 内 の 水 の 滞 留 を な く し 、 流 水 の 汚 れ や 冬 場 の 凍 結 に 伴 う 膨 張 破 壊 が な い 三
方 切 換 弁 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 更 に ボ ー ル 弁 体 の 回 転 を 円 滑 に し 、 そ の 結 果 と し て
ボ ー ル 弁 体 及 び 弁 ケ ー ス の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 三 方 切 換 弁 の 実 施 形 態 を 示 す 第 １ 状 態 の 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 切 換 弁 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 同 切 換 弁 の 第 ２ 状 態 の 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ４ （ Ａ ） は 同 三 方 切 換 弁 の ボ ー ル 弁 体 の 平 面 図 、 図 ４ （ Ｂ ） は 図 ４ （ Ａ ） の Ｂ
－ Ｂ 線 の 断 面 図 、 図 ４ （ Ｃ ） は 図 ４ （ Ａ ） の Ｃ － Ｃ 線 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 切 換 弁 が 使 用 さ れ る 浴 槽 Ｂ の 給 湯 系 の 概 略 図 。
【 図 ６ 】 三 方 切 換 弁 の 一 例 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ ・ ・ ・ 給 湯 ユ ニ ッ ト 　 　 　 　 　 　 Ｂ ・ ・ ・ 浴 槽
Ｖ ・ ・ ・ （ 四 方 ） 切 換 弁 　 　 　 　 　 　 Ｃ ・ ・ ・ フ ィ ル タ 　 　 Ｄ ・ ・ ・ 電 解 槽
１ ０ ・ ・ ボ ー ル 弁 体 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ａ ・ ・ 摺 接 部 分
１ １ ・ ・ 流 入 路 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ・ ・ 流 出 路
１ ３ ・ ・ 補 強 枠 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ ａ ・ ・ 弁 軸 受 け 凹 部
１ ４ ・ ・ 水 抜 き 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ・ ・ 平 坦 部
１ ６ ・ ・ ビ ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ７ ・ ・ 弁 カ バ ー
１ ８ ・ ・ モ ー タ 取 付 台 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ・ ・ 弁 ケ ー ス
２ １ ・ ・ 弁 室 　 　 　 ２ ２ ・ ・ ビ ス
１ １ ２ ・ ・ 弁 ケ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 １ １ ３ ・ ・ 弁 カ バ ー
１ １ ５ ・ ・ 弁 室 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ ５ ａ ・ ・ 左 側 面 開 口 部
１ ２ ０ ・ ・ ギ ャ ー ド モ ー タ ー 　 　 　 １ ２ ５ ・ ・ 弁 軸
１ ２ ５ ａ ・ ・ 係 合 凸 部 　 　 　 １ ３ ０ ・ ・ ボ ー ル 状 弁 体 　 　 　 １ ３ １ ・ ・ 流 入 路
１ ３ ２ ・ ・ 流 出 路 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ ６ ・ ・ 押 さ え シ ー ト
１ ３ ６ ａ ・ ・ 螺 合 部 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ １ ， １ ４ ２ ・ ・ パ ッ キ ン
１ ５ ０ ・ ・ 三 方 切 換 弁 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ １ ・ ・ 流 入 口
１ ５ ２ ・ ・ 流 出 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ３ ・ ・ 流 出 口

10

20

30

(5) JP 2004-60799 A 2004.2.26



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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